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第1因子 第2因子 第3因子 第4因子
保護者への支援 園内外の連携 計画立案力 直接的支援力
保護者に子どもへの対応について具体的に伝えること .919 .011 -.056 -.014
保護者に子どもの特性を説明すること .872 -.050 -.038 .037
保護者との信頼関係をつくること .834 .012 -.068 .025
保護者に保育目標を説明すること .788 .103 .099 -.138
専門機関につなぐために説明すること .512 -.049 .102 .046
発達に課題がある子どもの保育について同僚に相談する .044 .908 -.128 .009
発達に課題がある子どもの情報を職員間で共有すること -.027 .897 -.070 .033
会議の中で発達に課題のある子どものことを説明するこ -.038 .799 .066 -.043
他機関の専門家のアドバイスを保育に活かすこと .031 .482 .154 .039
他機関に子どもの特性を説明すること .023 .432 .272 .048
短期的な保育計画（日・週・月）を立案すること -.014 .022 .925 -.053
長期的な保育計画（年・学期）を立案すること -.046 .023 .865 -.094
現在の発達課題を捉えること .133 -.060 .547 .173
他児とのトラブルに対応すること -.057 .000 .000 .833
発達に課題をもつ子どもと他児の関係をつくること .039 .054 -.095 .812
子どもの行動の意味を理解すること .208 -.054 .298 .344
累積寄与率(%) 39.46 50.93 57.07 61.77
信頼性係数(α) .892 .857 .820 .766
質問項目
48  廣澤　満之
案力」については，「 1～ 4年」の保育者が「 5～ 9年」（ p<.05）「10年以上」（p<.001）
に比べて保育者の困難感が高かった。「直接的支援力」については，「 1～ 4年」の保育
者が「 5～ 9年」（ p<.05）「10年以上」（p<.01）に比べて保育者の困難感が高かった。
5．熟達へのニーズとの関連
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